
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ：千葉市事業概要より 

2013 年 秋号（vol.16） 

特定非営利活動法人 
ＶＡＩＣコミュニティケア研究所 

 
〒263-0051 千葉市稲毛区園生町 1107-7 
【℡】043-290-8015【Fax】043-290-8016 
【E-mail】info＠vaic-cci.jp 
【URL】 http://www.vaic-cci.jp/ 
2013 年 10 月発行 
【発行責任者】佐々部 憲子 

子どもの生命が奪われるなどの重大な事件が後を絶たず、 

児童虐待問題は社会全体で解決すべき重要な課題となっています。 

虐待の発生予防、早期発見・早期対応から虐待を受けた子どもの 

自立に至るまでの切れ目のない総合的な支援が必要です。 

（厚労省ＨＰより） 

国・千葉県における児童虐待相談対応件数（過去 10 年間の児童虐待対応件数の推移） 

リボン運動について

次ページに関連記事

児童虐待防止法が改正

（通告の義務化） 

大阪市のふたりの幼い兄弟の餓死

事件により社会的関心が高まる

千葉県(単位:件) 
全国(単位:件) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

オレンジリボンキャンペーン 

11 月は児童虐防止推進月間です

～知った私から始める 
児童虐待防止のアクション～ 

 
 

 

11/30(Sat)13:30～16:00   

場所：千葉文化センター６F スタジオ１ 

（千葉市中央区中央 2-5-1） 

 
●100 名の子育てに関するアンケートから結果報告 

 

●パネルディスカッション 

コーディネーター 

 高橋克己さん  

（生活クラブ風の村 はぐくみの杜君津 施設長）

パネラー 

 柴田敬道さん（子山こども家庭支援センター所長） 

児玉 亮さん（東上総児童相談所児童相談員）  

渡辺 忍さん（誕生学アドバイザー） 

畔上久美さん（生活クラブ虹の街理事） 

＜日本コープ共済生活協同組合連合会 ＣＯ・ＯＰ共済・地域ささえあい助成金事業＞

＜共催＞ 
生活クラブ虹の街 
ＮＰＯ法人ＶＡＩＣコミュニティケア研究所 
はぐくみの杜を支える会 

＜後援＞ 
千葉市 

 

近所でいつも怒鳴る声がするけど、 

通報した方がいいのかしら… 

     …………………… 

通報したことがわかったら、ご 近所 

づきあいがうまくいかなくなるかも… 

＜プログラム＞ 

 

しつけだと思っていたものが、気づいたら 

いつのまにか虐待になってしまっていた… 

     …………………… 

毎日忙しくてついつい子どもに当って、 

いつのまにか それがストレス解消に 

なってしまった… 

ひとりではなく 
いっしょに考えてみましょう 

【託児料金】 

組合員  無料 

組合員外 1 人 500 円

＜申し込み・問い合せ＞ 

VAIC コミュニティケア研究所 TEL 043-290-8015／FAX 043-290-8016 

オレンジリボンキャンペーンに合わせて 

「私たちに何ができるか」を考える 

フォーラムを開催します 

ぜひ、ご参加ください!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オレンジリボン 子ども虐待防止 イエローリボン 障害者の社会参加促進 

ピンクリボン 乳がん早期発見 シルバーリボン 脳に障害がある人への偏見を払拭 

レッドリボン エイズの理解・支援 ターコイズリボン 大人の発達障害者にも適切な援助 

ホワイトリボン 妊産婦保健の改善 パープルリボン 暴力根絶 

グリーンリボン 移植医療普及 そら色リボン 性同一性障害（GID）の理解 

バイオレットリボン 
ホジキン病（がんの一種）患者の

生活の改善 
ブラックリボン 

政治によるインターネット上の自

由への介入に反対 

ブルーリボン 北朝鮮による拉致被害者の救出 ゴールドリボン 小児癌経験者の QOL 向上支援 

                  八街で収穫したコットンを福島に届けます！ 
 

昨年訪問したいわき市小名浜の特定非営利活動法人ザ・ピープル

から 400 粒の種を送っていただいてプロジェクト開始！ 

４月…風の杜ひろばの畑に種蒔き。 

5 月…発芽後、水不足や日照り虫食いや雑草と格闘。 

7 月下旬…開花し、次々と黄色い花が開花。台風による強風や 

豪雨対策を講じ順調に生育。 

９月…綿がはじけ始め、現在毎日の収穫に追われる。 
 

畑には綿栽培の目的を書いた看板を設置し、ひろばを訪れた地域の 

方々に企画の趣旨を説明して綿摘み体験を勧めています。約 100 本の 

綿のうち、２本だけ白い綿で、残りは日本古来種である茶色い綿です。 
 

現在小名浜では、昨年収穫した綿でコットンドールを 

制作中とのこと。今年は、ドールに綿の種を数粒つけて 

販売する予定だそうです。八街で収穫した綿は順次乾燥 

させ、細かいごみを取り除き、全量を小名浜に持参する 

予定です。八街と同じ想いで全国でも栽培されています。 

さらに、収穫した綿を使い製品化されたコットンドール 

や T シャツの販売も協力し、さらなる支援に繋げたいと 

考えています 

綿摘みボランティアを募集しています！ 

お問合せは八街センター ℡043-440-0181（冨永） 

 

「あった、あった！」 

白い綿 「綿と私！」 

世界中でさまざまな色のリボン運動が展開されています 

リボン運動とは、ある色のリボンをある運動の 

象徴とし、リボンを身につけるロゴをウェブペー 

ジに掲載するなどして意思表示をする活動です。 

被災地支援 

 

in Yachimata 

福島県いわき市小名浜の「ふくしまオーガニックコッ

トンプロジェクト」。津波の被害にあった耕作地で塩害

に強い綿を有機栽培し収穫した綿で人形やＴシャツを

製造、販売し新しい産業を興すプロジェクトです。 
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素敵なボランティア活動をしている方をご紹介します

 ♪歌の伴奏ボランティア♪ 
10 年前、私は社会福祉協会の舞台で四季の唱歌を合唱していました。すると

観客の方が徐々に歌に加わり、最後は会場一体の大合唱になりました。笑顔で

あるいは涙ぐんで歌ってらっしゃる方を目の当たりにした私は感動で目頭が熱

くなり、歌えなくなりました。 
 それまでの私は家に籠りがちな主婦で、社会には何の貢献も還元もできない

人間だと思っていました。でもその日、音楽が人を感動させることを知り、歌

やピアノでなら私でも何かできるかもしれないと感じたのです。 
 
現在、7 つの場所で唱歌、抒情歌、演歌などの伴奏ボランティアをしています。

風の村へはドレミファドンとぶらんこの２グループで伺っていますが、ドレミファ
ドンには腹話術や手品もできるメンバーがいるので、私も時には観客になって楽しんでいます。 
以前は利用者も静かでしたが、今ではアットホームな雰囲気で大賑わい！ 大声 
で歌って笑った後、大きな花丸や拍手をいただくと、それだけで幸せいっぱい 
満腹になります。ボランティアを通して私は自分の居場所と生きがいを見つけ 
ました。きっかけは偶然でしたが、何かをしたくても何をどこでどうしたらよ 

いのかわからない方は多いはず。それをアドバイスしてくれるボラ 
ンティアコーディネーターの活躍に期待しています。（舟引克枝さん） 

           「足るを知る」  

食欲の秋を迎え、ダイエット

しなければと言いながら嬉し

そうに秋の味覚を貪る私に、主

人が「“今の人は自分の欲望の

ままに食べた結果、体調が悪 

い、太りすぎだ、成人病だと言って,やたら薬やサプ

リメントを飲んでいるけどなんかおかしくないです

かね”と知り合いの再生医療のお医者さんが言って

いたよ」と話してくれた。 

そんな話を聞いたこともあってか、この頃、結婚

披露宴でスピーチしてくれた上司の言葉を思い出す

「足るを知る」。緊張とほろ酔いの中で聞いたのでタ

ルって「樽？？酒樽？？」すぐに意味がわからなかっ

たが、○○年経った今、スピーチの内容はすっかり忘

れてしまったが、この言葉だけは頭に残っている。 

「足るを知る」とは、老子からの引用で、『満足する

ことを知っている者は、たとえ貧しくとも精神的には

豊かで幸福である』という意味だそうだが、食べても

食べても、買っても買っても満足できない私に、「十

分足りているんだ」「自分に与えられていることに深

く感謝する心を持たなくては幸せになれないよ」と教

えてくれているように思える。 

言葉を送ってくれた上司に改めて 

感謝する今日この頃である。（Y.K） 

 

 

① まいたけは手で食べやすく裂く。玉ねぎは縦に薄切りにする。ニン

ニク・ショウガはみじん切りにする。豚肉は幅１cm に切ってボール

に入れ、酒を振ってからめる。 

② 鍋にオリーブ油、ニンニクを入れ弱火で炒める。香りが立ったら玉

ねぎ、ショウガを加え、全体に油が回るように炒め合わせる。 

③ ②に豚肉を加え、豚肉の色が変わるまで炒める。 

④ ③に水 1/2 カップ・トマトジュース・スープの素 

を入れ、煮立ったら弱火にしてアクをすくい取り、 

ふたをして５分ほど煮る。まいたけを加え、ふた 

をせずに１分ほど煮る。塩・こしょうで味をとと 

のえる。

☆ 材料（２人分） 

豚もも薄切り肉・・８０ｇ 

  まいたけ ・・１パック 

玉ねぎ  ・・ 1/2 個 

ニンニク ・・1/2 かけ 

ショウガ ・・ １かけ 

酒   ・・大さじ１ 

オリーブ油 

又はサラダ油 大さじ 1/2 

トマトジュース缶・・２缶 

チキンスープの素・1/2 個 

塩・こしょう 各少々 

豚肉と舞茸のトマトスープ 


